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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成28年12月22日(2016.12.22)

【公開番号】特開2015-95546(P2015-95546A)
【公開日】平成27年5月18日(2015.5.18)
【年通号数】公開・登録公報2015-033
【出願番号】特願2013-233995(P2013-233995)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  27/14     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/335    (2011.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ   27/14     　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ    5/335    　　　　
   Ｇ０２Ｂ    5/30     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月1日(2016.11.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入射した光を集光する複数のレンズ、及び、前記各レンズにより集光された光を夫々透
過させると共に所定の光学機能を備えた領域を複数有する光学機能構造体を備えた光学素
子基板と、
　前記光学機能構造体の前記各領域を透過した光を夫々受光する複数の受光素子を含む撮
像素子が形成された撮像素子基板と、を備えたことを特徴とする撮像素子パッケージ。
【請求項２】
　前記光学素子基板と、前記撮像素子基板とを接続する支持部材を有することを特徴とす
る請求項１に記載の撮像素子パッケージ。
【請求項３】
　前記光学機能構造体は、屈折材料層を備え、
　前記レンズの媒質の屈折率をＮ１、前記屈折材料層の媒質の屈折率をＮ２、前記レンズ
の曲率半径をＲ、前記レンズの焦点距離をｆとしたとき、下記式が成立することを特徴と
する請求項１又は２に記載の撮像素子パッケージ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　
【請求項４】
　前記レンズのサグ量をＺ、前記受光素子の大きさをＸ１としたとき、下記式が成立する
ことを特徴とする請求項３に記載の撮像素子パッケージ。
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【請求項５】
　前記光学機能構造体の各領域を透過した光が前記撮像素子の受光面に形成するスポット
径をＸ２とし、前記光学素子基板から前記撮像素子の表面までのギャップをｇとしたとき
、下記式が成立することを特徴とする請求項４に記載の撮像素子パッケージ。

　　　　　　　　　　　　　　　　
【請求項６】
　前記レンズは、フレネルレンズであることを特徴とする請求項１乃至５の何れか一項に
記載の撮像素子パッケージ。
【請求項７】
　前記領域は、入射した光の第一の偏光成分を透過させる第一偏光領域と、前記第一の偏
光成分に直交する第二の偏光成分を透過させる第二偏光領域とを含み、前記第一偏光領域
と前記第二偏光領域は所定の配置にて２次元に配列されていることを特徴とする請求項１
乃至６の何れか一項に記載の撮像素子パッケージ。
【請求項８】
　前記第一偏光領域と前記第二偏光領域は、夫々金属細線が周期的に配列されたワイヤグ
リッド偏光子であることを特徴とする請求項７に記載の撮像素子パッケージ。
【請求項９】
　前記光学素子基板は、光の入射面に反射防止膜を備えていることを特徴とする請求項１
乃至８の何れか一項に記載の撮像素子パッケージ。
【請求項１０】
　入射した光を収束させる撮像レンズと、該撮像レンズを透過した光が入射する請求項１
乃至９の何れか一項に記載の撮像素子パッケージと、該撮像素子パッケージの撮像素子が
出力する電気信号を処理する信号処理手段と、を備えたことを特徴とする撮像装置。
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